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計画名 常滑市地域公共交通計画　　

二次評価結果

　評価できる取組

・市内公共交通の再編に向け、各種アンケート調査や住民座談会等を実施し、現状分析や課題整理等を進めると
ともに、それらを踏まえ再編に係る具体案を取りまとめたことを確認しました。
・バスやタクシーによる効率的な運行が難しいエリアにおいて、ＡＩオンデマンド交通に係る実証運行に取り組んで
きたことを確認しました。
・令和7年4月1日に開院した新半田病院への通院の足を確保するため、通院用シャトルバスの試験運行に取り組
んだことを確認しました。

　期待する取組

・市内公共交通の再編（グルーンの路線・ダイヤ変更及び有償化、呼べるバスの新規導入等）の実施にあっては、
住民の利用定着を図るため、新路線・ダイヤ等の積極的な周知を行うとともに、各種イベントや乗り方教室の開催
等、公共交通の啓発や利用促進に積極的に取り組まれることを期待します。
・グルーン再編後の利用状況や利用者の声、利用者属性等を把握し、必要に応じ適宜見直しを行う等、PDCAを
継続的に実施し、より利便性の高い公共交通網を構築していくことを期待します。
・常滑市地域公共交通計画（令和6年度～令和10年度）は中間年度を迎えるため、中間評価を実施するとともに、
残る計画期間における各種事業を計画的に進められることを期待します。


